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平成２６年度施工、札幌市南区
での工事現場の写真

平成２６年
夏、工事中

平成２７年
春、完成後
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平成２６年８月２０日
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国土交通省



平成２６年９月１１日

午前3時の天気図、風、雨

４

Ｈ２６．9.11
午前4時

24時間雨量

※本地図は国土交通省重ねるハザードマップより



流域治水への期待

ソフト対策 最低限、人の命を救う対策

地域住民の理解を深める効果

ハード対策 人の命も財産も救う対策

・事前防災 防災・減災、国土強靭化対策工事

・事後防災 緊急復旧工事、復旧復興工事
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北海道開発事業費推移

（事業費、当初＋補正、15ヶ月予算ベース）
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（単位・億円）

10,679

建設業界の期待
・恒常的な予算の確保
・経営の安定化
・優れた人材の確保
・安全の確保

きたリンク矢部氏提供
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流域対治水は、地域の人々に理解されてはじめてその効果が最大限活かされる

建設業界としても、日ごろの工事で地域の方々と接する機会も多いので、

今後とも、流域治水に協力し、貢献してまいりたい。

一方で、建設業界は高齢化が進み、若者もなかなか定着してくれない

経営が安定化し、緊急災害復旧や国土の保全に貢献するためにも、

防災・減災、国土強靭化のための５か年加速化対策の予算が

５か年で終わることなく、恒常的な予算の確保を宜しくお願いいたします。
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